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児童期の母子関係が青年期の自我形成に及ぼす影響

－自尊感情（Self Esteem）と対人不安を中心として－

菅原正和＊・伊藤由衣＊

（2005年10月31日受理）

Ⅰ.問題と目的

個人が「自分はこれでよい」と感じたり自己の価値を見出したりすることは，自我形成に

とって不可欠である。日本の青年におけるSocialSkillの極端な低下（例，中里・松井，1997）

と対人不安の増大をもたらしている要因は複雑であり単一ではないが，一世代前の家庭におけ

る親子関係と現在とでは著しく異なり，人間関係の基盤となる子ども時代の親との関係の変化

が大きな影響を与えている可能性は否定できない。

中でも，母親の養育態度が子どもの行動や自我形成に及ぼす影響については，これまで多く

の研究がなされてきている。しかし，養育態度を測定する際，その形態をどのように分類する

かが問題となる。辻岡・山本（1975a，1975b）らは，Schaefer（1965a，1965b）によって作成さ

れたCR－PBIの因子分析により，親子関係の主要次元として4種の1次因子（情緒的支持，同

一化，統制，自立性）の存在を明らかにしている。また，「田研式・親子関係診断テスト」（品

川・品川，1958）においては，親の望ましくない養育態度を10の型（積極拒否・消極拒否・厳

格・干渉・不安・溺愛・盲従・期待・矛盾・不一致）に分類しており，この他にも研究者に

よって分類の仕方が異なるものの，基本的には「拒否一受容」「支配一服従」の2つの主要次元

（辻岡・山本，1976；中塚，1988）に還元されるものが多い。親の養育態度が如何にして子ども

の自我形成に影響を与えるかについて，戸田（1990）は次のように論じている。1つは親の実

際の態度（客観的環境）が直接子どもの行動や自我形成に影響を与える場合で，子どもが自ら

の行動を統制できない発達段階で，親が様々な言語を用いて社会的ル一ルに合うように子ども

の行動を直接統制することによって子どもの社会的・情緒的発達を促す段階である。次に，認

知された親の態度（主観的環境）が一旦子どもの脳内で情報処理され，意味が付与される段胞

である。児童期には特にこの主観的環境の影響が大きいと考えられている。

これまでの親子関係の研究を見ると，親の受容的な態度や自立性の尊重が子どもの自尊心

（SelfEsteem）を高めること（Growe，1980；Pertersoneta1.，1983；Kawasheta1.，1985），安

定した情緒の発達を促すこと（Ainswortheta1.，1978；Mataseta1.，1978），子どもの向社会的

行動（Pro－SOCialBehavior）を育てること（Watereta1.，1979；Ber－Taleta1.，1980）などが

明らかにされている（戸田，1990）。一方，今日急増している虐待等の問題ある養育行動が及ぼ
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す子どもへの悪影響が具体的に研究されてきており，小口（1991）は，親の養育上の問題行動  

は子どもの自己開示を阻害するとしている。   

本研究では，児童期における母親の養育態度が青年期の自我形成に如何なる影響を与えるか  

を，特に自尊感情と対人不安にターゲットを絞り取り上げる。   

自我心理学では，従来自己の能力や価値についての評価的な感情や感覚のことを自尊感情  

（SelfEsteem）と言い，失敗経験と関連付けて度々研究されてきた（Eriksen，1954；Alper，  

1957；Coopersmith，1960）。自尊感情は，探索行動が著しい幼児期にその行動を養育者により阻  

止される時（Allport，1961），次に初めて学校という社会場面に遭遇する6・7歳の頃（Adler，  

1930），そしてidentityを確立する青年期（Erikson，1959）にそれぞれのcriticalperiodを迎え  

るという（井上，1986）。これらの各発達段階において，最も身近な他者である親の養育行動は，  

子どもの自尊感情や対人不安の形成に，大きな影響を及ぼしていると考えることは容易である。   

対人不安とは対人場面に遭遇したり，あるいはそれを予測したりすることによって起こる個人  

の不安反応のことである（鴫野ら，2004）。小川ら（1979a，1979b，1980）は，対人恐怖症者の内  

界に注目して対人不安を研究している。対人恐怖の感情は，日本人の対人関係様式を非常によく  

反映しており，そこには独特な自己意識が存在する（林・小川，1981，1982）。鴫野ら（2004）は，  

対人不安を高める働きをもっていると考えられるパーソナリティ特徴として，自分の容姿・行  

動・発言などに対する他者からの評価に注意を向け重視する傾向である「対人的自己意識」の  

高さや，他者からの承認を得ることを過剰に期待する「承認欲求」の高さなどを挙げている。  

松尾・新井（1998）の研究においては，対人的自己意識とばば同義である公的自己意識の高さ  

と，対人的自己効力感の低さを合わせもっものが強い対人不安傾向を有することを明らかにし  

ている。対人的自己効力感とは，対人場面において適切な社会的行動を遂行することが，どの  

程度自分に可能かについての主観的評価のことである。この他にも，他者に嫌われたくない欲  

求である拒否回避欲求（菅原，1986）との関連などが報告されている。対人不安との関連が示  

唆される要因も多岐にわたるが，我国においては他者からの好意を評価基準とし，対人行動を  

自己評価的にみる傾向が対人不安につながる場合が多い。欧米との比較研究において日本では  

幼少期の家庭に，対人不安意識を育む様々な要因が多く存在するとされる（小川ら，1979b，  

1980）。   

不安は，基底不安（BasicAnxiety）・顕在不安（MAS）・状態檜特性不安（STAI）・対人不  

安等の多くの研究分野が関係するが，発達段階によって質的にも大きく変化していき，一般に  

中学生・高校生・大学生を比較すると大学生が最も高い不安意識を有している。小石（1995）  

は，対人不安が中学生に多いことについて，幼児期や児童期に積み上げられた親子関係・仲間  

関係などの問題が，環境的変化や発達の節目を迎えて表出すると考える。幼少期・児童期の認  

知的発達とともに，対人不安はエピソード記憶として自我形成に強い影響を与えることがある。   

以上のような先行研究を踏まえて，本研究では大学生を対象に，児童期の親子関係＜ここで  

は母子関係＞が青年期の自尊感情および対人不安に及ぼす影響について分析する。  

Ⅱ．方  法   

＜研究対象＞本研究の調査対象は，国立大学法人A大学4学部と私立M大学の学生249名。  

＜調査時期＞2004年10月に調査を実施。   
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＜調査方法＞無記名で，以下の尺度を修正して実施。①田研式・親子関係診断テスト（児童・  

生徒用）：   

この尺度は，品川・品川（1958）によって作成されたものであるが，項目数が全部で100項目  

と非常に多く且っ標準化されていない。それ故より正確なdataを得るためには他の尺度と同  

時に実施すると被験者の負担が大きくなるので軽減する必要があり，小口（1991）の縮小版を  

基本とした。この縮小版は，原尺度で10の型に分類されているnegativeな養育態度を2つの  

因子に大別し，項目数も18項目と減少している。原尺度は3件法であるが，本研究では統計上  

の事由から5件法を採用した。   

また，元の尺度は児童・生徒を対象とした尺度であるが，「過去の一定の時期を対象として回  

答してもらうのであれば年齢制限はない」とされている。本研究は大学生が対象であるため，  

小学生時代を振り返りその時の母親の養育態度はどうであったか（今現在の自分は，その時の  

母親の養育態度をどう感じていたか）について解答を求めた。このため，質問項目を大学生に  

ふさわしい文面に修正している。  

＜例＞あぶないあそびはしないようにと，たえずちゅういされますか。  

改：危ない遊びはしないようにと，絶えず注意されましたか。   

原尺度には，児童・生徒用のはかに両親用があり，養育態度を親側と子どもの側の両側面か  

ら測定できるようになっている。しかし，「子どもの行動に影響を与えるのは，客観的な環境で  

はなく，子ども自身に認知された環境である」とする研究（森下，1981）や，親の調査をする  

場合には特に注意が必要で「親の養育態度を測定する際，親の側から出てくる回答には，＜タ  

テマエ＞が多く混在し，＜ホンネ＞をっかむことが難しい」（繁多，1977）ことが知られており，  

今回は子ども′の側からのみの評価をもとに養育態度を測定することとした。  

②自尊感情尺度   

Rosenberg（1965）によって作成されたSelf－EsteemScaleを邦訳（山本ら，1982）したもの  

である。自尊感情の定義は尺度によって若干異なるが，この尺度における自尊感情とは，他者  

と比較することによって優越感や劣等感を感じることではなく，自分自身で自己に対する尊重  

や価値を評定する程度であると考えられている。また，自身を「非常に良い」と感じることで  

はなく，「これでよい」と感じる程度が自尊感情の高さを示すと考えられており，自尊感情が低  

いということは自己に対する価値意識を欠いていることを意味する。親子関係診断テストと同  

様，5件法により回答を求めた。  

③対人不安意識尺度   

林・小川（1981，1982）によって開発され，もともとは66項目12因子からなる。しかし鴫野ら  

（2004）の研究において，20年が経過し大幅な改変が必要である事が分かり，因子分析がやり直  

され39項目5因子構造として使用された。この5因子は，①集団に圧倒される悩み，②自分に  

満足できない悩み，③対人関係・視線に関する悩み，④自分や他人が気になる悩み，⑤気分が  

不安定な悩みからなる。本研究では，項目数・因子数や内容から，この39項目5因子が適当で  

あると考えこれを採用した。本研究では「非常にあてはまる」「あてはまる」「ややあてはまる」  

「どちらともいえない」「ややあてはまらない」「あてはまらない」「全くあてはまらない」の7  

件法で回答を求めた。 
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Ⅲ．結  果  

本調査の回答のうち，記入漏れや大学生以外，および親子関係診断テストにおいて母親以外の  

養育者について回答したものを除いたところ，有効回答は227名，有効回答率は91．2％であった。   

親子関係診断テストについては先行研究において，2因子構造であることが判明しており先  

行研究に従い，因子数を2に指定して因子分析（主因子法，バリマックス回転）を実施した。  

その結果，2因子（固有値1以上）が抽出された。それぞれの下位項目は，第1因子には8項  

目（α＝0・780，寄与率18．6％），第2因子には6項目（q＝0．686，寄与率12・7％）が含まれ，  

これらを「厳格一拒否」，「過保護一期待」の2つの養育態度の型に分類した（Tablel）。  

Tablel親子関係診断テストの因子分析結果（n＝227）  

因子1 因子2  共通性  

因子1「拒否・厳格」因子α＝．780  

1．あなたが話しかけても，「忙しいからね」と言って，相手  

になってくれないことがありましたか。  

2．あまりあなたに相談しないで，いろんなことを決めてしま  

いましたか。  

5．同じことをしても，あるときは叱られ，あるときは叱られ  

ないということがありましたか。  

6．あなたは，しょっちゅう，小言を言われましたか。  

9．あなたの友達のことを，やかましく言いましたか。  

11．外出先とか，人の前では，あなたに対する態度が，家にい  

る時と違うことがありましたか。  

14．あなたの頼みや，約束を，よく忘れたり，聞いてくれなかっ  

たりしましたか。  

15．言われた通りにしなかったら，ひどく叱られましたか。  

因子2「過保護・期待」因子α＝．686  

3．あなたの身の周りのことを，家でうるさいほどよく手伝っ  

てくれましたか。  

4．友達にいじめられたり，先生に叱られた時，あなたをかばっ  

てくれましたか。  

7．少しの怪我や，病気でも，とても心配して，手当てをして  

くれましたか。  

10．あなキが，頼めば，どんな大変なことでも，喜んでしてく  

れましたか。  

17．あなたを立派な人にするために，どんなことでもしていま  

したか。  

18．あなたが，ねだれば，高いものでも買ってくれましたか。  

ー．077  ．308  

一．096  こ378  

－．046  ．340   

－．027  ．190  

．249  ．352   

．012  ．377  

－．162  ．297   

．104  ．287  

．308  

－．055  

－．076  

一．065  

－．027   

．005  

因子負荷量2乗和  2．606  1．775  

寄与率（％） 18．615 12．681  

累積寄与率（％） 18．615  31．296   
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対人不安意識尺度についても同様に，先行研究に従い，因子数を5つに指定して因子分析  

（主因子法，バリマックス回転）を実施した。しかし因子が安定しなかったため，因子数を減ら  

して再度因子分析をやり直した。因子数を3に指定し，因子負荷量．40未満の項目，二重負荷項  

目を除外した結果，計26項目で最も明確に分かれた。それ故本研究では，3因子（固有値1以  

上）を確定して使用することとした。第1因子には12項目が含まれ（α＝0．918，寄与率  

22．25％），「大勢の人がいると自分が圧倒されてしまうような気がする」「人の目を見るのがと  

てもつらい」などの下位項目で構成されている。そこで，第1因子は「集団や他人に圧倒され  

る悩み」因子と命名した。第2因子には9項目が含まれ（α＝0．882，寄与率16．65％），「職場，  

学校のクラス，近所の人に自分がどのように思われているのか気になる」「人と会うとき自分の  

顔っきが気になる」などの下位項目で構成されている。そこで，第2因子は「自分や他人が気  

になる悩み」因子と命名した。第3因子には5項目が含まれ（α＝0．830，寄与率11．19％），「も  

のごとに熱中できない」「生きていることに価値が見いだせない」などの下位項目で構成されて  

いる。そこで，第3因子は「自分に満足できない悩み」因子と命名した（Table2）。   

以上の因子分析の結果，抽出された因子について以下の分析を行った。  

（1）男女差   

養育態度2由子，自尊感情，対人不安傾向3因子のそれぞれについて男女差の有無を調べた  

が，どの因子においても男女差は見られなかった（Table3～5，Fig．1～3）。  

（2）相関   

養育態度の各因子と自尊感情との相関を調べた結果，「過保護一期待」型との問に弱い正の相  

関がみられた（Table6）。   

同様に，養育態度と対人不安との相関を調べたところ，「厳格一拒否」型と対人不安の3つの  

因子（「集団や他人に圧倒される悩み」，「自分や他人が気になる悩み」，「自分に満足できない悩  

み」）のそれぞれに正の相関がみられた（Table7）。   

また，自尊感情と対人不安の各因子との相関を調べたところ，3つの因子それぞれに負の相  

関が見られた（Table8）。  

（3）分散分析   

養育態度に関して，「厳格一拒否」得点と「過保護一期待」得点のそれぞれにおける平均値と  

最大値・最小値を用いてH群，L群に分類した。さらにそれらをHH群，HL群，LH群，LL  

群の4群に分け，「自尊感情」と対人不安の3因子（「集団や他人に圧倒される悩み」，「自分や  

他人が気になる悩み」，「自分に満足できない悩み」）のそれぞれの得点をもとに分散分析を行っ  

た。その結果，更に有意な関係が認められたものについて，TukeyのHSD法による多重比較  

を行った。「自尊感情」については，「過保護一期待」得点が高く，「厳格一拒否」得点が低い被  

験者（LH群）は，「厳格一拒否」得点，「過保護一期待」得点ともに低い被験者（LL群）に比  

べて有意に高かった（Table9）。   

対人不安の「集団や他人に圧倒される悩み」については，「厳格一拒否」得点が高く，「過保  

護一期待」得点が低い被験者（HL群）は，LH群に比べて有意に高かった。「自分や他人が気  

になる悩み」については，「厳格一拒否」得点，「過保護一期待」得点ともに高いもの（HH群）   



36  菅 原 正 和・伊 藤 由 衣   

Table2 対人不安意識尺度の因子分析結果（n＝227）  

因子1因子2 因子3 共通性  

因子1「集団や他人に圧倒される悩み」α＝．918  

1．大勢の人がいると自分が圧倒されてしまうような気がする。  

2．小心である。  

3．人の目を見るのがとてもっらい。  

7．人がたくさんいるところでは気恥ずかしくて話せない。  

9．気が弱い。  

13．大勢の人の中で向かい合って話すのが苦手である。  

15．内気である  

21．人が大勢いると，うまく会話の中に入っていけない。  

25．引っ込み思案である。  

30．会議などの発言が困難である。  

34．大人数の雰囲気に，なかなか溶け込めない。  

35．人の前に出るとオドオドしてしまう。  

因子2「自分や他人が気になる悩み」α＝．882  

4．自分のことが皆に知られているような感じがして，思うよ  

うにふるまえない。  

5．職場，学校のクラス，近所の人に自分がどのように思われ  

ているのか気になる。  

12．人と会うときに，自分の顔っきや首っきがその人に悪い印   

象を与えているのではないかと不安になることがある。  

20．人と会うとき自分の顔つきが気になる。  

27．人と話をする時，目をどこへもっていっていいか，わから  

ない。  

28．友達が自分を避けているような気がする。  

29．自分が相手の人にイヤな感じを与えているように思ってし  

まう。  

33．他人が自分をどのように思っているのかとても不安になる。  

37．自分が人に，どう思われているのかクヨクヨ考えてしまう。  

因子3「自分に満足できない悩み」α＝．830  

8．ものごとiち熱中できない。  

10．生きていることに価値が見いだせない。  

16．充実して、生きている感じがしない。  

39．ひとっのことに集中できない。  

36．何をやるにも集中できない。  
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因子負荷量2乗和  5．784 4．329 2．908  

寄与率（％） 22．24616．64911．186  

累積寄与率（％） 22．246 38．896 50．082   
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Table3 養育態度2因子における男女差  

37  

男子  女子  t値  

厳格・拒否  0．738n．s．  20．61  19．92  

（7．160）  （6．417）   

過保護・期待  －0．095n．s．  17．58  17．65  

（4．393）  （4．830）   

（）内ほ標準偏差  

Table4 自尊感情における男女差  

男子  女子  t値  

自尊感情  1．772n．s．  33．36  31．48  

（6．882）  （7．916）   

（）内は標準偏差   
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Table5 対人不安3因子における男女差  
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男子  女子  t値  

集団や他人に圧倒され  48．55  50．59  

る悩み  （16．752）  （13．993）  

一0．975n．s．  

自分や他人が気になる  32．43  34．79  

悩み  （11．921）  （11．112）  

ー1．477n．s．  

自分に満足できない悩  12．69  14．02  

み  （6．761）  （5．940）  

▼1．525n．s．  

（）内は標準偏差  

因子1…集団や他人に圧倒される悩み  因子2…自分や他人が気になる悩み  

因子3…自分に満足できない悩み  

Table6 養育態度と自尊感情との相関  

厳格一拒否   過保護一期待   

自尊感情   －0．099   0．153＊   

＊＊：p＜．01，＊：p＜．05  

Table7 養育態度と対人不安との相関  

厳格一拒否   ≡ ■．≡ ：；   

集団や他人に圧倒される悩み   0．285＊＊   －0．012   

自分や他人が気になる悩み   0．262＊奉   －0．018   

自分に満足できない悩み   0．201＊＊   －0．074   

＊＊：p＜．01，＊：p＜．05   
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Table8 自尊感情と対人不安との相関  
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因子1   因子2   因子3   

自尊感情   －0．443＊＊   －0．530＊＊   －0．596＊＊   

因子1・・・集団や他人に圧倒される悩み  因子2…自分や他人が気になる悩み  

因子3…自分に満足できない悩み  

＊＊：p＜．01，＊：p＜．05  

Table9 養育態度HH群，HL群，LH群，LL群における自尊感情得点の平均値と標準偏差およびF値  

HH群  HL群  LH群  LL群  F値  多重比較（5％水準）  

自尊感情   31．69   31．23  34．66  30．91   3．063＊  LH＞LL  

（6．928） （7．563） （7．913） （7．585）  

＊＊：p＜．01，＊：p＜．05  

TablelO 養育態度HH群，HL群，LH群，LL群における対人不安傾向3因子の得点の平均値と標準偏差およびF値  

HH群   HL群   LH群   LL琴  F値   多重比較（5％水準）  

3．114＊  HL＞LH  因子1   52．46  53．58  45．90  48．66  

（12．995） （14．ノ729） （16．730） （14．344）  

因子2  36．44  37．67  30．86  32．07  4．798＊＊  HH，HL＞LH  

（9．648） （10．718） （12．356） （11．454）  HL＞LL  

5．087＊＊   HH，HL，LL＞LH  因子3  14．81  14．40  10．90  14．28  

（5．077） （6．763） （5．451） （6．795）  

因子1…集団や他人に圧倒される悩み  因子2…自分や他人が気になる悩み  

因子3・・・自分に満足できない悩み  

＊＊：p＜．01，＊：p＜．05  

Tablell対人不安3因子における自尊感情（H群，L群）の得点差  

H群  L群  t値  

－6．740＊＊＊  集団や他人に圧倒され  44．28  56．55  

る悩み  （13．88）  （13．49）   

自分や他人が気になる  29．35  39．47  －7・376…  

悩み  （10．07）  （10．49）  

ー8．546＊＊＊   自分に満足できない悩  10．67  17．00  

み  （4．41）  （6．38）  
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とHL群は，LH群に比べて有意に高く，またHL群はLL群に比べて有意に高かった。「自分  

に満足できない悩み」については，HH群，HL群，LL群は，LH群に比べて有意に高かった  

（TablelO）。   

自尊感情についても，平均値と最大値・最小値を用いてH群，L群の2群に分け，対人不安  

の3因子のそれぞれについてt検定を行った。その結果，3因子すべてにおいて，L群の方が  

H群に比べて有意に高かった（Tablell）。  

Ⅳ．考  察  

本研究では，子どもから見たかっての母親の養育態度と現在の自尊感情，対人不安との関連  

性を検討した。その結果，以下の点が明らかになった。   

（1）養育態度の認識，自尊感情，対人不安における男女差   

養育態度2因子における男女の有意な差は認められなかった。小口（1991）の研究において  

もこの2因子に性差は見られず，我々の結果と一致する。自尊感情においても男女の有意な差  

は見られなかった。山本ら（1982）の研究では，男子の自己評価得点は，女子の得点よりも有  

意に高いとされている。本研究でも男子の得点の方が女子の得点よりも高い傾向にあったが有  

意ではなく，山本らとは異七る結果を示している。また，対人不安3因子における男女差は何  

れの因子においても差がなかった。松尾・新井（1998）の研究によると，対人不安傾向は男子  

よりも女子の方が高いとされておりこれと一致しない。この原因は，松尾・新井の研究が小学  

4・5・6年生を対象としたものであることから，発達段階の差によるものと考えられるが定  

かではない。  

（2）養育態度と自尊感情   

養育態度と自尊感情の関連を検討したところ，「過保護一期待」得点が高く，「厳格一拒否」  

得点が低いLH群は，「厳格一拒否」得点，「過保護L期待」得点ともに低いLL群に比べて自尊  

感情が高いという結果が得られた。「過保護一期待」型は，過度の子どもへの期待，干汲溺愛，  

盲従などの本来は望ましくない養育態度を含む型を指すが（品川・品川，1958），他方で子ども  

の要求や発言に重きをおき尊重するという行動も含まれるため，子どもが自分自身を「こ＼れで  

よい」と感じることが多く，自尊感情が高められたのではないかと考えられる。   

（3）養育態度と対人不安   

養育態度と「集団や他人に圧倒される悩み」との関連を見ると，「厳格一拒否」得点が高く，  

「過保護一期待」得点が低いHL群は，LH群よりも集団や他人に圧倒され易くなっている。「自  

分や他人が気になる悩み」との関連では，HL群はLH群やLL群よりも自分や他人が気に  

なっていることが明らかである。また，「厳格一拒否」得点，「過保護一期待」得点ともに高い  

HH群は，LH群に比べて自分や他人が気になっていることも分った。  

「厳格一拒否」型は，「過保護一期待」型とは対照的に，子どもに関心が薄い消極拒否や，怒  

鳴ったり叩いたりする積極拒否，命令や禁止の多い厳格などの望ましくない養育態度孝含む型  

を指す（品川・品川，1958）。この型の得点が高い者は，子どもの頓に自分のすることを否定さ   
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れる機会が多く，受け入れてもらえなかったことが多かったと認識している。その結果，他者  

から自己を肯定してもらいたいと考えたとき，それを自己がなし得るのかどうかという点に不  

安を覚えるという心性を獲得し易くする。鴫野ら（2004）は，対人不安を引き起こすパーソナ  

リティには，概して「他者にある種の印象を与えたいという目標をもち，しかもそれに成功で  

きるかどうかの疑問をもったときに生ずる」という特徴があるとしている。「厳格一拒否」型の  

得点が高い者がもつ，他者と関わる際に不安を覚えるという心性は，かかる自我形成と関連し  

ているか∧もしれない。つまり彼らは対人場面に遭遇し，「他者にある種の印象を与えたい」と強  

く願うが，「それに成功できるかどうか」に不安を覚え，そのことで圧迫感を感じている可能性  

がある。  

「厳格一拒否」得点，「過保護一期待」得点がいずれも高いHH型は，厳しくする一方で甘や  

かしもするという両極的養育行動を内包する。場合によって厳しかったり優しかったりする親  

の一貫しない態度に混乱を覚えた者は，相手がどのように反応を返してくるのかを過度に気に  

する心性を形成し易いと考えることができる。そして対人場面に際しても同様に他者の反応を  

過度に気にするために，「自分や他人が気になる悩み」を抱えている可能性がある。次に，「自  

分に満足できない悩み」との関連を見ると，HH群，HL群，LL群の3群は，LH群に比べて自  

分に不満足であることが示された。先の自尊感情との関連の中で触れたように，「過保護一期  

待」得点が高いということは，児童期に自分の要求を受け入れてもらったり，自分白身が尊重  

されていると感じたりする機会が多かったと考えられる。このことは児童期の自己への充足感  

につながっていたものと思われ，更に児童期の満足感の経験は青年期の自尊感情に関連する自  

我形成へとつながっている可能性はある。但し「過保護一期待」型は両価的値養育態度のひと  

つなので，これによってもたらされる自尊感情がどのような「質」のものであるかについては，  

今後の検討が必要であろう。  

（4）自尊感情と対人不安   

自尊感情と対人不安のそれぞれの因子との関連を考察する。自尊感情の高いH群と低いL群  

では，「集団や他人に圧倒される悩み」「自分や他人が気になる悩み」「自分に満足できない悩  

み」のそれぞれについて，L群の方が悩みが大きい。対人不安のすべての因子においてかかる  

現象が認められるので，自己の能力や価値を認め「これでよい」と感じることができない者は，  

対人場面における不安が大きくなっているる。  

Ⅴ．今 後 の 課 題  

本研究では，母親の養育態度と自尊感情，対人不安との関連性が示された。児童期に，母親  

にどのような態度で接せられたと認知しているかによって，青年期の自尊感情，対人不安の程  

度に有意な差が見られた。親の望ましくない養育態度を「厳格一拒否」型と「過保護一期待」  

型に分類した場合，「厳格一拒否」型の養育態度は子どもの自尊心の向上を妨げ，対人不安を増  

大させる傾向があることが明らかになった。一方で，「過保護一期待」型の養育態度は，子ども  

の自尊心を向上させ，対人不安を減少させる傾向があるが「過保護・期待」型の構成概念妥当  

性・内容妥当性の再吟味が必要である。更にここで注意すべきなのは，この2つの型はいずれ  

も親の両価的養育態度であるという点である。実際に小口（1991）の研究では，「過保護・期待」   
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因子が子どもの自己開示を妨げる傾向があることも明らかにされている。   

また，■対人不安意識の著しい者は，あらゆる面で自己や家庭をネガティブにとらえる傾向が  

ある（小川ら，1980）。それ故現時点での対人不安意識が，子どもの頃の家庭環境を実際よりも  

否定的に思い起こさせる働きをしているということも考えられ，今後はこの点についての検討  

が必要であろう。  
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